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プログラム［指定演題・共催セミナー］

特別講演1 10 月 29 日（木） 10：50～11：40
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

SL1 チバニアン―千葉の名に由来する地質年代―
司 会：松本 哲哉（国際医療福祉大学医学部感染症学）
演 者：泉 賢太郎（千葉大学大学院教育学研究院理科教育講座）

特別講演2 10 月 30 日（金） 10：50～11：40
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

SL2 日本が克服した寄生虫感染症 日本住血吸虫症
司 会：石和田稔彦（千葉大学真菌医学研究センター感染症制御分野）
演 者：小林 照幸（明治薬科大学臨床漢方研究室）

教育講演1 10 月 28 日（水） 13：00～13：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL1 First Few Hundred Investigation（FF100）調査のアップデート
司 会：大曲 貴夫（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センター）
演 者：石金 正裕（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センター国際感染症センター）

土橋 酉紀（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所応用疫学研究センター）
高橋健一郎（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所検査診断技術研究部）

教育講演2 10 月 28 日（水） 13：40～14：20
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL2 ダニ媒介性ウイルス感染症の最前線 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）を中心
として
司 会：海老原秀喜（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所ウイルス第一部）
演 者：忽那 賢志（大阪大学大学院医学系研究科感染制御学）

教育講演3 10 月 28 日（水） 14：20～15：00
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL3 成人感染症科医が知っておきたい先天梅毒診療の手引き
司 会：桜井 博毅（宮城県立こども病院リウマチ・感染症科）
演 者：舟越葉那子（東京都立小児総合医療センター感染症科）

教育講演4 10 月 29 日（木） 8：30～9：10
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL4 抗菌薬 TDM臨床実践ガイドライン改訂に向けて
司 会：木村 利美（順天堂大学医学部附属順天堂医院/順天堂大学薬学部臨床薬理学分野）
演 者：松元 一明（慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座）
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教育講演5 10 月 29 日（木） 9：15～9：55
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL5 インバウンド感染症にかかわる問題とその対策
司 会：関 雅文（埼玉医科大学医学部国際医療センター感染症科・感染制御科）
演 者：中村（内山）ふくみ（東京都立墨東病院）

教育講演6 10 月 29 日（木） 10：00～10：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL6 Top 10 papers～感染症検査編～
司 会：猪狩 英俊（千葉大学医学部附属病院感染制御部）
演 者：青木弘太郎（東邦大学医学部微生物・感染症学講座）

教育講演7 10 月 29 日（木） 12：50～13：30
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL7 女性生殖器のマイクロバイオーム研究最前線
司 会：中村（内山）ふくみ（東京都立墨東病院感染症科）
演 者：相澤志保子（日本大学医学部病態病理学系微生物学分野）

教育講演8 10 月 29 日（木） 13：30～14：10
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL8 HPVワクチンの現在位置と今後～男女平等接種に向けて
司 会：髙橋 聡（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）
演 者：川名 敬（日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学分野）

教育講演9 10 月 29 日（木） 14：15～14：55
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL9 ワクチンとリスクコミュニケーション
司 会：菱木はるか（帝京大学ちば総合医療センター小児科）
演 者：岩永 直子（フリーランス）

教育講演10 10 月 29 日（木） 14：55～15：35
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL10 感染症専門医に伝えたい手術部位感染の治療戦略―ガイドラインとヨードコーティ
ングインプラント―
司 会：星野 直（順天堂大学医学部小児科・思春期科（10月より勤務））
演 者：白井 寿治（横浜栄共済病院整形外科/京都府立医科大学大学院医学研究科運動器機能再生外

科学）
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教育講演11 10 月 29 日（木） 15：40～16：20
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL11 マクロライド耐性の百日咳
司 会：長澤 耕男（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
演 者：堀越 裕歩（東京都立小児総合医療センター総合診療部感染症科、免疫科/東京都立小児総合医

療センター小児感染症センター）

教育講演12 10 月 29 日（木） 16：20～17：00
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL12 国内外における下水サーベイランスの最新動向
司 会：鈴木 基（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所感染症疫学センター）
演 者：北島 正章（東京大学大学院工学系研究科附属水環境工学研究センター/東京大学国際高等研

究所新世代感染症研究センター（UTOPIA））

教育講演13 10 月 29 日（木） 17：05～17：45
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL13 風疹排除認定までの道のりと今後の排除維持のために
司 会：多屋 馨子（神奈川県衛生研究所）
演 者：森 嘉生（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所バイオインフォマティクス・オミク

ス研究部）

教育講演14 10 月 30 日（金） 8：30～9：10
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL14 Clinical metagenomic NGS（mNGS）解析の実際
司 会：前田 卓哉（埼玉医科大学病院臨床検査医学（中央検査部））
演 者：堀場 千尋（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究センター）

教育講演15 10 月 30 日（金） 9：15～9：55
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL15 肺炎球菌ワクチン啓発プロジェクト
司 会：大石 和徳（富山県衛生研究所）
演 者：丸山 貴也（三重県立一志病院）

教育講演16 10 月 30 日（金） 10：00～10：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL16 新規抗微生物薬開発（抗菌ペプチド）～畜産への応用～
司 会：青柳 哲史（東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野/総合感染症学分野）
演 者：米山 裕（東北大学大学院農学研究科）
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教育講演17 10 月 30 日（金） 12：50～13：30
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL17 侵襲性髄膜炎菌感染症にどう対応するか―症例から考える診療、感染対策、行政連
携、ワクチンギャップ―
司 会：竹下 健一（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
演 者：大津 晃康（杏林大学医学部臨床感染症学教室）

教育講演18 10 月 30 日（金） 13：35～14：15
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL18 創る責任・使う責任：地球と共生する抗菌薬とは？
司 会：山崎 伸吾（千葉大学大学院薬学研究院）
演 者：福島 和樹（京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科バイオベースマテリアル学専攻/京都工

芸繊維大学繊維科学センター）

教育講演19 10 月 30 日（金） 14：20～15：00
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL19 日常診療で見落としやすい酵母様真菌感染症―カンジダ・クリプトコックス以外へ
の実践的アプローチ―
司 会：杉田 隆（明治薬科大学微生物学）
演 者：時松 一成（昭和医科大学医学部内科学講座臨床感染症学部門）

教育講演20 10 月 30 日（金） 15：05～15：45
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

EL20 感染症診療の価値をどう測るか―感染症医のための医療経済評価入門―
司 会：具 芳明（東京科学大学大学院医歯学総合研究科統合臨床感染症学分野）
演 者：宇野 俊介（慶應義塾大学看護医療学部/慶應義塾大学医学部感染症学）

ジョイントシンポジウム1（日本細菌学会関東支部会） 10 月 29 日（木） 14：30～16：00
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

JS1 基礎と臨床の感染症クロスオーバー（腸球菌、腸内細菌目細菌）
司 会：具 芳明（東京科学大学大学院医歯学総合研究科統合臨床感染症学分野）

中南 秀将（東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室）

JS1-1 腸球菌感染症と薬剤耐性
富田 治芳（群馬大学大学院医学系研究科細菌学分野/群馬大学大学院医学系研究科薬剤耐性

菌実験施設）

JS1-2 腸球菌感染症の臨床と感染制御：拡大するVREへの対応
藤谷 好弘（札幌医科大学医学部感染学講座微生物学分野/感染症学分野）

JS1-3 網羅的プラスミド分類に基づく薬剤耐性菌のゲノム疫学解析
鈴木 仁人（国立健康危機管理研究機構）
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JS1-4 腸内細菌目細菌感染症において基礎医学の知見を臨床にどう活かすか？
原田 壮平（東邦大学医学部微生物・感染症学講座）

ジョイントシンポジウム2（日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会） 10 月 30 日（金） 16：10～17：40
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

JS2 多発する災害と感染症の備え―平時の備えの重要性―
司 会：泉川 公一（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科臨床感染症学分野）

菅原えりさ（一般社団法人感染防止教育センター）

JS2-1 災害時の感染症に備えた平時の人材育成
高山 和郎（東京大学医学部附属病院薬剤部）

JS2-2 災害時感染症情報マネジメントにおける平時の備え
田代 将人（横浜市立大学大学院医学研究科感染症内科学/横浜市立大学附属病院感染症内科/

横浜市立大学附属病院感染制御部/横浜市立大学新興感染症研究センター）

JS2-3 大規模災害：避難所における衛生管理・消毒薬の適正使用と平時からの備え
小野寺直人（岩手医科大学附属病院感染制御部）

JS2-4 被災を乗り越えた医療機関の平時からの災害時感染症への備え
西條 美恵（石巻赤十字病院感染管理室）

JS2-5 平時から築く地域連携が災害時の感染対策を支える―秋田におけるWE-AID の実践―
山本由紀子（地方独立行政法人市立秋田総合病院感染管理室/国際医療福祉大学大学院医療福

祉学研究科保健医療学専攻災害医療分野）

シンポジウム1 10 月 28 日（水） 13：00～14：30
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

S1 マイクロバイオームからみた感染症病態の新たな理解
司 会：荒岡 秀樹（虎の門病院臨床感染症科・中央検査部）

時松 一成（昭和医科大学医学部内科学講座臨床感染症学部門）

S1-1 Clinical metagenomic NGSによる感染症病態研究の可能性
堀場 千尋（国立健康危機管理研究機構）

S1-2 感染症診療における消化管マイクロバイオーム
古市 宗弘（慶應義塾大学医学部小児科）

S1-3 皮膚マイクロバイオーム―アクネ菌とブドウ球菌を中心に―
中南 秀将（東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室）

S1-4 呼吸器マイクロバイオームから捉える慢性気道疾患の病態：気管支拡張症と肺非結核
性抗酸菌症
八木 一馬（慶應義塾大学医学部感染症学教室）
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シンポジウム2 10 月 28 日（水） 13：00～14：30
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S2 クイズ形式で学ぶ「臨床微生物検査」
司 会：大楠 清文（東京医科大学微生物学分野）

佐々木雅一（東邦大学医療センター大森病院臨床検査部）

S2-1 鈴木まりな（東京都立病院機構がん・感染症センター都立駒込病院臨床検査科細菌検査室）

S2-2 静野 健一（千葉市立海浜病院臨床検査科）

S2-3 佐々木雅一（東邦大学医療センター大森病院臨床検査部）

S2-4 富樫 真弓（神奈川県警友会けいゆう病院臨床検査科）

シンポジウム3 10 月 28 日（水） 14：40～16：10
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S3 難治性尿路性器感染症～こんな時には泌尿器科医に相談を～
司 会：重村 克巳（倉敷成人病センター泌尿器科）

市原 浩司（札幌中央病院診療部泌尿器科）

S3-1 難治性尿路感染症における鑑別診断：前立腺膿瘍の診断と治療戦略
市原 浩司（札幌中央病院診療部泌尿器科）

S3-2 薬剤耐性菌による難治性尿路性器感染症―多剤耐性菌の背景にある泌尿器科的病態に
目を向けて―
亀井 潤（東京大学医学部泌尿器科）

S3-3 その会陰部痛、抗菌薬で様子を見て大丈夫？―フルニエ壊疽を見逃さないサインと初動―
藤田 尚紀（弘前大学大学院医学研究科むつ下北地域医療学講座）

S3-4 急性前立腺炎・結石性腎盂腎炎に伴う敗血症：高齢者に対する個別化治療の検討
小林 恭子（公立富岡総合病院泌尿器科）

S3-5 慢性膀胱炎を再考する～包括的治療と再発予防に泌尿器科的視点を添えて～
遠藤 圭織（キッコーマン総合病院）

シンポジウム4 10 月 29 日（木） 9：00～10：30
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

S4 日本の感染症ガイドラインを読み解く（海外との考え方の相違など）
司 会：松本 哲哉（国際医療福祉大学医学部感染症学）

小林 治（国立がん研究センター中央病院感染症部）

S4-1 成人肺炎診療ガイドライン2024
高橋 洋（坂総合病院呼吸器科）

S4-2 2026年改訂版「感染性心内膜炎診療ガイドライン」について
光武耕太郎（埼玉医科大学国際医療センター感染症科・感染制御科）

S4-3 グラム陰性薬剤耐性菌治療ガイダンス
藤村 茂（東北医科薬科大学大学院薬学研究科臨床感染症学教室）
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S4-4 抗微生物薬適正使用支援プログラム実践のためのガイダンス―2024年度改訂版のポ
イント―
前田 真之（昭和医科大学薬学部臨床薬学講座感染制御薬学部門）

シンポジウム5 10 月 29 日（木） 8：30～10：00
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S5 Women in ID：キャリアの羅針盤
司 会：早川佳代子（国立国際医療研究センター国際感染症センター総合感染症科）

S5-1 臨床（市中）、他科（血液内科）からの移行キャリアとして
馬渡 桃子（日本赤十字社医療センター）

S5-2 臨床検査と感染症がクロスするキャリアパス
上原 由紀（順天堂大学大学院医学研究科臨床病態検査医学）

S5-3 臨床～WHO～企業へ―国際保健と感染症を軸にしたキャリア
奥濱 絢子（サノフィ株式会社）

S5-4 臨床から行政へ：感染症対策における看護職のキャリアパス
後藤 杏奈（国立健康危機管理研究機構）

シンポジウム6 10 月 29 日（木） 12：50～14：20
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S6 集計が目的ではないプロセス指標とアウトカム指標
司 会：西 圭史（日本大学薬学部薬剤師教育センター）

前田 真之（昭和医科大学薬学部臨床薬学講座感染制御薬学部門）

S6-1 アウトカムを意識したプロセス指標の設定
―バンコマイシン残薬廃棄削減とAMR対策講座の事例から―
多田ひとみ（東京都立大塚病院薬剤科）

S6-2 COVID-19治療におけるプロセス指標とアウトカム指標
～集計が目的ではない指標活用を考える～
大久保利成（IMSグループイムス札幌消化器中央総合病院薬剤部）

S6-3 プロセス指標を活用したASP改善の実践
―信州大学医学部附属病院における取り組み―
橋本麻衣子（信州大学医学部附属病院薬剤部）

S6-4 急性期病院のAST活動におけるプロセス指標、アウトカム指標の活用
熊倉 悠人（自治医科大学附属さいたま医療センター薬剤部/感染制御室）

S6-5 ASTモニタリング対象症例における細菌学的検索未実施率の経年推移
木下 友里（国立健康危機管理研究機構）
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シンポジウム7 10 月 29 日（木） 14：30～16：00
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S7 難治性肺感染症の壁を越える！―診断・治療の最前線から未来へ
司 会：佐々木結花（国立病院機構東京病院呼吸器センター呼吸器内科）

南宮 湖（慶應義塾大学医学部感染症学教室）

S7-1 NTMはなぜ倒せないのか？―その「しぶとさ」の細菌学的特徴
南宮 湖（慶應義塾大学医学部感染症学教室）

S7-2 慢性肺アスペルギルス症診療の現状と新たな展開
鈴木 純子（国立病院機構東京病院呼吸器内科）

S7-3 慢性気道感染症診療の現在地と未来
黒沼 幸治（札幌医科大学医学部感染学講座感染症学分野）

S7-4 薬剤耐性とAMR対策
藤倉 雄二（北里大学医学部感染症内科学）

S7-5 高齢者の呼吸器ウイルス感染
倉井 大輔（杏林大学医学部臨床感染症学）

シンポジウム8 10 月 29 日（木） 8：30～10：00
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S8 小児感染症 update
司 会：草野 泰造（千葉県こども病院感染症科）

大宜見 力（国立成育医療研究センター感染症科）

S8-1 COVID-19
幾瀨 樹（東京都立小児総合医療センター感染症科）

S8-2 Respiratory syncytial virus（RSV）
山中 崇之（新潟市民病院小児科）

S8-3 小児百日咳診療の update：耐性菌時代の診断・治療・予防
芝田 明和（東京都立小児総合医療センター検査科/感染症科/免疫科）

シンポジウム9 10 月 29 日（木） 14：30～16：00
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S9 造血細胞移植・固形臓器移植領域の感染症～最新のトピックス～
司 会：馳 亮太（日本赤十字社成田赤十字病院感染症科）

関谷 紀貴（東京科学大学大学院医歯学総合研究科感染症健康危機管理学分野）

S9-1 ウイルス（ヘルペス属の予防・診断・治療）
岡本 耕（東京科学大学統合臨床感染症学分野/東京科学大学病院感染症内科・感染制御部）

S9-2 ワクチン関連の最新知見
小倉 翔（国家公務員共済組合連合会虎の門病院臨床感染症科）
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S9-3 造血細胞移植・固形臓器移植領域の細菌感染症（主に予防、de-escalation）におけ
る最近のトピックス
塩塚 美歌（国立がん研究センター中央病院）

S9-4 造血幹細胞移植・固形臓器移植領域の感染症、真菌の予防、診断、治療
石田 景子（亀田総合病院感染症内科/亀田総合病院臨床検査科）

シンポジウム10 10 月 29 日（木） 15：00～16：30
第 5 会場（B1F オーロラ〔イースト〕）

S10 性感染症のピットフォール
司 会：荒川 創一（井口腎泌尿器科亀有）

髙橋 聡（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）

S10-1 梅毒：次世代に影響する性感染症の課題と対策
川名 敬（日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学分野）

S10-2 淋菌感染症 診断・治療のピットフォール
安田 満（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）

S10-3 Mycoplasma genitalium 感染症の薬剤耐性の現状と個別化治療戦略の必要性
森 伸晃（昭和医科大学医学部内科学講座臨床感染症学部門）

S10-4 HIV 診断と診療のピットフォール
谷口 俊文（千葉大学医学部附属病院感染制御部・感染症内科）

S10-5 肛門がんの診断と高リスク者を対象としたスクリーニング
安藤 尚克（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センターエイズ治療・研究開発セン

ター）

シンポジウム11 10 月 30 日（金） 8：40～10：10
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

S11 バンコマイシンのTDM臨床実践ガイドライン改訂に向けて
司 会：山崎 伸吾（千葉大学大学院薬学研究院）

木村 利美（順天堂大学医学部附属順天堂医院/順天堂大学薬学部臨床薬理学分野）

S11-1 バンコマイシンAUC推定におけるPAT version 3と version 4の特性
鈴木 絢子（北里大学薬学部薬物動態学/北里大学病院薬剤部）

S11-2 高齢者、痩せ型患者、肥満患者へのTDM
佐村 優（帝京平成大学薬学部/医療法人社団緑成会横浜総合病院薬剤部）

S11-3 救急集中治療領域におけるTDM
石郷 友之（札幌医科大学附属病院薬剤部）

S11-4 小児のバンコマイシンTDM
庄司 健介（国立成育医療研究センター教育研修センター（感染症科併任））

S11-5 グラム陽性球菌に対するバンコマイシンの目標値
花井 雄貴（明治薬科大学臨床感染症学研究室）
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シンポジウム12 10 月 30 日（金） 12：50～14：20
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

S12 多職種で、多角的に取り組むAMR対策
司 会：菅井 基行（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所薬剤耐性研究センター）

南宮 湖（慶應義塾大学医学部感染症学教室）

S12-1 臨床と基礎研究の両輪で挑むAMR対策の取り組み
瀨山 翔史（東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室/慶應義塾大学医学部病院薬剤学教室）

S12-2 J－SIPHEで進める多職種連携型感染対策
松永 展明（国立国際医療センターAMR臨床リファレンスセンター）

S12-3 多職種で、多角的に取り組むAMR対策：東京科学大学病院の取り組み
岡本 耕（東京科学大学統合臨床感染症学分野/東京科学大学病院感染症内科・感染制御部）

S12-4 多職種で目指すAI を活用した病院AMR対策の実際
上蓑 義典（慶應義塾大学医学部臨床検査医学/慶應義塾大学病院感染制御部）

シンポジウム13 10 月 30 日（金） 14：30～16：00
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

S13 感染症診療にかかわる人材育成と教育
司 会：上原 由紀（順天堂大学大学院医学研究科臨床病態検査医学）

池谷 修（慶應義塾大学病院学術研究支援課）

S13-1 成人患者の感染症診療に携わる人材をいかに育成するか、日本と米国の経験を通して考
える
嶋崎 鉄兵（杏林大学医学部臨床感染症学教室）

S13-2 小児感染症専門医の教育と育成
堀越 裕歩（東京都立小児総合医療センター総合診療部感染症科、免疫科/東京都立小児総合医

療センター小児感染症センター）

S13-3 期待と不安のはざまで見る薬学教育の未来～感染症領域における薬剤師の存在意義と
人材育成～
西 圭史（日本大学薬学部薬剤師教育センター）

S13-4 臨床検査技師について
渡 智久（医療法人鉄蕉会亀田総合病院）

シンポジウム14 10 月 30 日（金） 8：40～10：10
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S14 母子免疫ワクチン
司 会：森岡 一朗（日本大学医学部小児科学系小児科学分野）

宮入 烈（浜松医科大学小児科学講座）

S14-1 母子免疫ワクチンを支える妊娠免疫と胎盤機能
相澤志保子（日本大学医学部病態病理学系微生物学分野）
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S14-2 疫学からみた母子免疫ワクチン―RSウイルス感染症を中心に―
鈴木 基（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所）

S14-3 出生早期の新生児・乳児を感染症から守る母子免疫ワクチン：小児科医としての臨床
的立場から
森岡 一朗（日本大学医学部小児科学系小児科学分野）

S14-4 母子免疫ワクチンの社会実装―RSウイルスワクチンの定期接種化―
上野 理佐（厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課）

S14-5 Life Course Immunization として母子（児）免疫ワクチンを考える―現状と課題―
羅 ことい（東京科学大学）

シンポジウム15 10 月 30 日（金） 12：50～14：20
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S15 HIV/AIDS診療の最前線と課題
司 会：田沼 順子（国際医療福祉大学医学部感染症学）

谷口 俊文（千葉大学医学部附属病院感染制御部・感染症内科）

S15-1 抗 HIV治療ガイドラインおよびエイズ予防指針の改正ポイント
四本美保子（東京医科大学病院臨床検査医学科）

S15-2 HIV 感染症と長期療養における課題
関谷 綾子（がん感染症センター都立駒込病院/東京医科大学臨床検査医学分野）

S15-3 日本のPrEPの現状と課題
水島 大輔（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センターエイズ治療・研究開発セン

ター）

S15-4 HIV 薬剤耐性の疫学：耐性検査の必要性とPrEP時代の課題
菊地 正（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所エイズ研究センター）

シンポジウム16 10 月 30 日（金） 16：10～17：40
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

S16 若手医学研究者シンポジウム
司 会：青柳 哲史（東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野/総合感染症学分野）

金城 雄樹（東京慈恵会医科大学細菌学講座）

S16-1 バイオフィルムの可視化と制御
杉本 真也（東京慈恵会医科大学医学部細菌学/東京慈恵会医科大学バイオフィルム研究セン

ター/東京慈恵会医科大学プロジェクト研究部アミロイド制御研究室）

S16-2 真菌感染症の基礎研究―カンジダ属感染症に焦点を当てて―
阿部 雅広（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所真菌部）

S16-3 ゼロスタートから臨床微生物研究を展開した経験
山田 景土（日本大学薬学部病原微生物学研究室）

S16-4 臨床微生物検査室を活用した研究
上蓑 義典（慶應義塾大学医学部臨床検査医学）
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シンポジウム17 10 月 30 日（金） 8：30～10：00
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S17 感染制御と抗感染症薬適正使用を合わせて考える耐性菌対策
司 会：笹野 央（順天堂大学薬学部臨床薬学教育センター）

藤村 茂（東北医科薬科大学大学院薬学研究科臨床感染症学教室）

S17-1 MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）感染症の制御に向けて
嵯峨 知生（秋田大学医学部附属病院感染制御部/秋田大学大学院医学系研究科附属感染制御

総合センター感染統括制御部門）

S17-2 MDRP・カルバペネム耐性緑膿菌
仲村 究（岩手医科大学医学部臨床検査医学・感染症学講座）

S17-3 ESBL産生腸内細菌目細菌対策―保菌・発症・伝播・耐性化の連鎖を断つ―
藤谷 好弘（札幌医科大学医学部感染学講座微生物学分野/感染症学分野）

S17-4 アゾール耐性 Aspergillus fumigatus 感染症の治療と感染制御
山田 武宏（北海道科学大学薬学部薬物治療学分野）

シンポジウム18 10 月 30 日（金） 12：50～14：20
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S18 グラム陽性菌菌血症の診療
司 会：吉澤 定子（東邦大学医療センター大森病院臨床検査部/東邦大学医学部臨床検査医学講座）

堀野 哲也（東京慈恵会医科大学内科学講座感染症内科）

S18-1 Streptococcus 属
宇野 俊介（慶應義塾大学看護医療学部/慶應義塾大学医学部感染症学）

S18-2 Staphylococcus 属菌菌血症の診療
樽本 憲人（埼玉医科大学病院感染症科・感染制御科）

S18-3 Enterococcus 属菌血症の診療
黒沼 幸治（札幌医科大学医学部感染学講座感染症学分野）

S18-4 Corynebacterium 属の菌血症
保科 斉生（東京慈恵会医科大学内科学講座感染症内科）

シンポジウム19 10 月 30 日（金） 14：30～16：00
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S19 アスペルギルス症（CNPA含む）
司 会：神田 善伸（自治医科大学内科学講座血液学部門）

泉川 公一（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科臨床感染症学分野）

S19-1 侵襲性アスペルギルス症：予防について
冲中 敬二（国立がん研究センター東病院）

S19-2 血液内科領域の侵襲性アスペルギルス症の治療
木村 俊一（自治医科大学附属さいたま医療センター血液科）
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S19-3 非血液内科領域におけるアスペルギルス症（IPA中心）とその治療
荒岡 秀樹（虎の門病院臨床感染症科・中央検査部）

S19-4 慢性肺アスペルギルス症治療の現状
宮崎 泰可（宮崎大学医学部内科学講座呼吸器・膠原病・感染症・脳神経内科学分野）

シンポジウム20 10 月 30 日（金） 16：10～17：40
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

S20 若手薬学研究者による新たな財の発掘への挑戦
司 会：松元 一明（慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座）

藤居 賢（札幌医科大学附属病院薬剤部）

S20-1 MICからMICiへ―β-ラクタム/β-ラクタマーゼ阻害薬PK/PD評価の新たな展開
五十嵐裕貴（慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座）

S20-2 整形外科領域感染症における治療資源の発掘：aac（6’）/aph（2”）保有 Staphy-
lococcus aureus に対する新たな殺菌条件を求めて
佐藤 匠（東北医科薬科大学大学院薬学研究科臨床感染症学教室）

S20-3 AMR対策を推進する基礎・臨床融合型研究―臨床分離株と臨床情報の統合解析から
新たな知見を創出する―
瀨山 翔史（東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室）

S20-4 救急集中治療領域に眠る新たな財の発掘～臨床的疑問から始まるエビデンス創出への
挑戦～
伊部 裕太（札幌医科大学附属病院薬剤部）

シンポジウム21 10 月 30 日（金） 16：10～17：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

S21 呼吸器ウイルス感染症：治療と予防のUp to date
司 会：関 雅文（埼玉医科大学医学部国際医療センター感染症科・感染制御科）

時松 一成（昭和医科大学医学部内科学講座臨床感染症学部門）

S21-1 小児の“インフル”・“コロナ”・“RSV”治療
新庄 正宜（防衛医科大学校病院医療安全・感染対策部感染対策室）

S21-2 成人のインフル・コロナ・RSV治療
藤倉 雄二（北里大学医学部感染症内科学）

S21-3 小児のインフルエンザウイルス・新型コロナウイルス・RSウイルスの予防
石和田稔彦（千葉大学真菌医学研究センター感染症制御分野）

S21-4 成人のインフルエンザ・COVID-19・RSV感染症予防
倉井 大輔（杏林大学医学部臨床感染症学）
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日本医学会連合 加盟学会連携フォーラム（日本感染症学会/日本化学療法学会/日本医真菌学会） 10 月 30 日（金） 14：30～16：00
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

加盟 F 薬剤耐性真菌
司 会：宮﨑 義継（JIHS国立感染症研究所）

渡邉 哲（千葉大学真菌医学研究センター臨床感染症分野）

加盟 F-1 カンジダ属菌における薬剤耐性
青柳 哲史（東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野/総合感染症学分野）

加盟 F-2 実臨床からみる薬剤耐性アスペルギルスの現況と課題
馬嶋 秀考（千葉大学真菌医学研究センター）

加盟 F-3 ムーコル症における薬剤耐性と治療戦略
田代 将人（横浜市立大学大学院医学研究科感染症内科学/横浜市立大学附属病院感染症内科/

横浜市立大学附属病院感染制御部/横浜市立大学新興感染症研究センター）

加盟 F-4 隠蔽種について
阿部 雅広（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所真菌部）

第47回症例から学ぶ感染症セミナー 10 月 28 日（水） 14：40～16：10
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

司 会：上蓑 義典（慶應義塾大学医学部臨床検査医学）
渋江 寧（横浜市立みなと赤十字病院感染症科・TQM部）

症例 1：内田 和紀（慶應義塾大学医学部感染症学教室）

松元 一明（慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座）

症例 2：紀田 心一（横浜市立みなと赤十字病院感染症科・総合診療科）

第80回抗菌薬適正使用生涯教育セミナーAdvanced 10 月 28 日（水） 13：00～16：00
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

年次テーマ：AMR時代の抗菌薬適正使用
テーマ：難治性感染症に挑む

司 会：長澤 耕男（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
吉澤 定子（東邦大学医学部臨床検査医学講座/微生物・感染症学講座）

抗菌薬-1 手こずる腹腔内感染症を深掘りする
保科 斉生（東京慈恵会医科大学内科学講座感染症内科）

抗菌薬-2 尿路性器感染症 難治化の要因と対応
安田 満（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）

抗菌薬-3 難治性中枢神経系感染症の治療戦略
堀野 哲也（東京慈恵会医科大学内科学講座感染症内科）

抗菌薬-4 事例検討：成人難治性感染症症例
荒岡 秀樹（虎の門病院臨床感染症科・中央検査部）
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第526回 ICD講習会 10 月 30 日（金） 18：10～19：40
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

ICD 新興感染症への備え―コロナ禍を乗り越えた今すべきこと―
司 会：加藤 康幸（国際医療福祉大学医学部感染症学）

石和田稔彦（千葉大学真菌医学研究センター感染症制御分野）

ICD-1 全国展開した iCROWNと新興感染症への備え
松永 展明（国立国際医療センターAMR臨床リファレンスセンター）

ICD-2 1類感染症診療のPPE標準化の取組みについて
守山 祐樹（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センター）

ICD-3 感染症指定医療機関における新興・再興感染症への備え
馳 亮太（日本赤十字社成田赤十字病院感染症科）

ICD-4 行政の立場での新興・再興感染症発生等想定訓練について
三﨑 貴子（川崎市健康安全研究所）

スポンサードシンポジウム1 10 月 28 日（水） 15：10～16：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

共催：旭化成セラピューティクス株式会社

SS1 どう変わる？アスペルギルスマネジメント
―改訂！アスペルギルスガイドライン―
司 会：渡邉 哲（千葉大学真菌医学研究センター臨床感染症分野）

SS1-1 侵襲性アスペルギルス症（IA）の診療
神田 善伸（自治医科大学内科学講座血液学部門/自治医科大学附属さいたま医療センター血

液科）

SS1-2 慢性肺アスペルギルス症の診断
佐々木結花（独立行政法人国立病院機構東京病院呼吸器センター呼吸器内科）

SS1-3 改訂ガイドラインを踏まえた慢性肺アスペルギルス症の治療戦略
田代 将人（横浜市立大学大学院医学研究科感染症内科学/横浜市立大学附属病院感染症内

科・感染制御部/横浜市立大学新興感染症研究センター）
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スポンサードシンポジウム2 10 月 29 日（木） 12：50～14：20
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

共催：ファイザー株式会社

SS2 治療から予防へ―高齢者感染症における重症化予防
司 会：黒沼 幸治（札幌医科大学医学部感染学講座感染症学分野）

SS2-1 超高齢化社会における肺炎球菌感染症の疾病負荷と予防戦略
―定期接種・任意接種の意義―
山本 和子（琉球大学大学院医学研究科感染症・呼吸器・消化器内科学講座（第一内科））

SS2-2 高齢者におけるRSウイルス感染症の疾病負荷と予防の重要性
関 雅文（埼玉医科大学医学部国際医療センター感染症科・感染制御科）

SS2-3 「予防可能なリスクを予防する」というトートロジーの実践
～COVID-19の疾病負荷とワクチン接種による重症化予防の意義～
萩谷 英大（岡山大学学術研究院医歯薬学域感染症学分野）

スポンサードシンポジウム3 10 月 29 日（木） 12：50～14：20
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

共催：ジェクス株式会社/エーザイ株式会社

SS3 紫綬褒章受章記念講演持続型抗菌・抗ウイルス技術「Etak」の軌跡と環境衛生の
次世代戦略～接触感染リスクを低減する固定化の科学とエビデンス～
司 会：勝圓 進（一般社団法人繊維評価技術協議会（JTETC）大阪支所）

SS3-1 持続型抗菌・抗ウイルス剤「Etak」とは？
二川 浩樹（広島大学大学院医系科学研究科口腔生物工学分野）

SS3-2 「Etak」を用いた実使用評価と効果の事例
藤原 永年（帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科/大阪公立大学大学院医学研究科細菌学分

野）

スポンサード教育講演1 10 月 29 日（木） 10：00～10：45
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

共催：ミヤリサン製薬株式会社

SE1 マイクロバイオームで拓く次世代医療
司 会：國島 広之（聖マリアンナ医科大学感染症学講座）
演 者：三鴨 廣繁（学校法人朝日大学病院感染症内科/愛知医科大学）
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スポンサード教育講演2 10 月 29 日（木） 10：00～10：45
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

共催：株式会社GramEye

SE2 感染症検査の最新トピックス～AI や薬剤感受性試験の最新技術～
司 会：上原 由紀（順天堂大学大学院医学研究科臨床病態検査医学）
演 者：大楠 清文（東京医科大学微生物学分野）

スポンサード教育講演3 10 月 30 日（金） 10：00～10：45
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

共催：塩野義製薬株式会社

SE3 感染症治療薬の創薬における課題―抗菌薬と抗ウイルス薬の創薬秘話―
司 会：具 芳明（東京科学大学大学院医歯学総合研究科統合臨床感染症学分野）

SE3-1 AMRに対する新規抗菌薬の創製を進める上での課題―セフィデロコルを事例に―
山野 佳則（塩野義製薬株式会社創薬疾患研究所）

SE3-2 呼吸器ウイルス感染症に対する創薬を進める上での課題―バロキサビルやエンシトレ
ルビルを事例に―
宍戸 貴雄（塩野義製薬株式会社創薬疾患研究所）

教育セミナー1 10 月 29 日（木） 11：50～12：40
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

共催：MSD株式会社

ES1 現状を踏まえたCOVID-19治療の再考
司 会：髙橋 聡（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）

ES1-1 COVID-19は何が変わったのか？―最新疫学から考える予防戦略―
中村 茂樹（東京医科大学微生物学分野）

ES1-2 エビデンスに基づいたこれからのCOVID-19診療―診断・治療の変化と実臨床にお
けるマネジメント―
國島 広之（聖マリアンナ医科大学感染症学講座）

教育セミナー2 10 月 29 日（木） 11：50～12：40
第 2 会場（B1F 天空〔センター〕）

共催：武田薬品工業株式会社

ES2 医療機関における感染制御の実践と課題―COVID-19の疾病負荷を踏まえたワク
チン接種の意義―
司 会：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院検査部・感染制御部）
演 者：青柳 哲史（東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野・総合感染症学分野）
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教育セミナー3 10 月 29 日（木） 11：50～12：40
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社 メディカルアフェアーズ本部

ES3 現場の疑問に応えるCOVID-19診療2026
―免疫不全・腎機能低下・肝障害患者へのレムデシビル適正使用と
最新エビデンス―
司 会：吉藤 歩（鳥取大学医学部臨床感染症学講座）
演 者：石金 正裕（国立健康危機管理研究機構国立国際医療センター

国際感染症センター/WHO協力センター/AMR臨床リファレンスセンター）

教育セミナー4 10 月 29 日（木） 11：50～12：40
第 5 会場（B1F オーロラ〔イースト〕）

共催：MSD株式会社

ES4 HIV診療における自利利他
～イドビンソⓇ配合錠を含むシンプルなARTが診療に及ぼす影響～
司 会：畠山 修司（自治医科大学感染・免疫学講座感染症学部門/自治医科大学附属病院感染症科）
演 者：保科 斉生（東京慈恵会医科大学内科学講座感染症内科）

教育セミナー5 10 月 29 日（木） 11：50～12：40
第 6 会場（B1F シンシア〔ノース〕）

共催：杏林製薬株式会社

ES5 増加する高齢者肺炎のマネージメント
司 会：進藤有一郎（群馬大学医学部附属病院感染制御部）
演 者：山﨑 善隆（長野赤十字病院感染症内科）

教育セミナー6 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

共催：Meiji Seika ファルマ株式会社

ES6 インフルエンザ流行期の呼吸器感染症診療～二次性細菌感染を見逃さないために～
司 会：藤倉 雄二（北里大学医学部感染症内科学）
演 者：宮下 修行（関西医科大学内科学第一講座呼吸器感染症・アレルギー科）
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教育セミナー7 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 3 会場（B1F 天空〔サウス〕）

共催：MSD株式会社

ES7 肺炎球菌ワクチンUp to Date―肺炎球菌感染症予防の意義―
司 会：南宮 湖（慶應義塾大学医学部感染症学教室）

ES7-1 成人における侵襲性肺炎球菌感染症の現状と予防の新展開
中村 茂樹（東京医科大学微生物分野）

ES7-2 最新知見を踏まえた肺炎球菌ワクチン接種戦略・実践のポイント
中島 啓（鉄蕉会亀田総合病院呼吸器内科/大阪公立大学大学院医学研究科公衆衛生学）

教育セミナー8 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 4 会場（B1F オーロラ〔ウエスト〕）

共催：第一三共株式会社

ES8 COVID-19・インフルエンザ診療の最前線～エビデンスに基づく治療と予防～
司 会：國島 広之（聖マリアンナ医科大学感染症学講座）
演 者：青柳 哲史（東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野/総合感染症学分野）

教育セミナー9 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 5 会場（B1F オーロラ〔イースト〕）

共催：栄研化学株式会社

ES9 薬剤耐性グラム陰性菌感染症の抗菌薬選択―微生物検査から治療戦略へ―
司 会：新庄 正宜（防衛医科大学校病院医療安全・感染対策部感染対策室）
演 者：上蓑 義典（慶應義塾大学医学部臨床検査医学教室）

教育セミナー10 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 6 会場（B1F シンシア〔ノース〕）

共催：極東製薬工業株式会社

ES10 「尿中抗原検査の落とし穴」―変化する血清型から考える臨床的意義―
司 会：石和田稔彦（千葉大学真菌医学研究センター感染症制御分野）
演 者：吉澤 定子（東邦大学医学部臨床検査医学講座/微生物・感染症学講座）
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教育セミナー11 10 月 30 日（金） 11：50～12：40
第 7 会場（B1F シンシア〔サウス〕）

共催：株式会社エアドッグジャパン

ES11 換気だけでは守れない―工学と臨床で考える、これからの院内空気環境―
司 会：石田 直（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院）

ES11-1 空気環境から考える院内感染対策―目的で選ぶ、空気清浄技術―
篠原 直秀（国立研究開発法人産業技術総合研究所安全科学研究部門）

ES11-2 院内空間を守る科学―複数施設でのリアルワールドエビデンスが示す空気環境の“次の
一手”―
丸毛 聡（公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院感染症科/感染制御対策室）

アフタヌーンセミナー 10 月 29 日（木） 16：10～17：00
第 1 会場（B1F 天空〔ノース〕）

共催：杏林製薬株式会社

AS 世界の最新動向を踏まえた結核診療2026 Update―診断・治療から多剤耐性結核
対策の最前線まで―
司 会：佐々木結花（独立行政法人国立病院機構東京病院）
演 者：南宮 湖（慶應義塾大学医学部感染症学教室）


